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2　研究の背景
　昭和 30年代に対する社会的注目は、雑誌記事といったメディア表象上では 1990 年代後半から
始まり、2007 年を一つのピークとしながらも現在も持続的にみられるものである。
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　国勢調査に基づく実勢人数割合に近似させた調査対象パネルに対してインターネットを介したア
ンケート調査を実施した。調査期間は 2018 年 2月、回収総数は 2,078 サンプルであった。年代的
な内訳は、図 2に示すとおり、60代が 25％、次に 40代が 20％といった割合が目立つところであ
る。そのうち、昭和 30年代を直接体験していない世代である 20～40代の割合は 50％であり、回

























　最終学歴（図 4）は大学が 45％と最多であり、高校は 25％、短大・高専 18％が続いている。結










































合わせても 34％となり、全体の 1/3に留まる。不満は 37％となり、満足とほぼ同じ割合となって
いる。









































表 1　年代別の「昭和 30 年代に見習うべきことがありますか」（50 代を除く）










20-40 代 1036 6.8％ 39.4％ 11.1％ 7.7％ 35.0％
60-70 代 696 13.8％ 57.6％ 9.8％ 3.0％ 15.8％














t 有意確率B 標準誤差 ベータ
1 （定数） 2.494 .334 7.469 .000
性別 .076 .098 .027 .773 .440
年齢 -.006 .006 -.035 -1.039 .299
学歴_中学高校 .129 .204 .040 .634 .526
学歴_短大高専 .168 .212 .047 .792 .429
学歴_大学 .147 .187 .052 .790 .430
生活全般満足度 .173 .047 .154 3.693 .000
階層 .020 .073 .014 .278 .781
暮らし向き .002 .083 .001 .023 .982




表 3　非体験世代の生活満足度と昭和 30 年代理想化










満足している 78 16.7％ 43.6％ 7.7％ 9.0％ 23.1％
どちらかといえ
ば満足している
278 6.5％ 53.6％ 11.5％ 5.8％ 22.7％
どちらともいえ
ない
239 4.6％ 33.5％ 12.1％ 6.7％ 43.1％
どちらかといえ
ば不満である
204 8.3％ 41.2％ 13.2％ 6.4％ 30.9％
不満である 180 6.1％ 30.6％ 11.1％ 12.8％ 39.4％
















































































































t 有意確率B 標準誤差 ベータ
8 （定数） .789 .159 4.957 .000
BQ1_11 ものの豊かさよりも心の
豊かさの方が大事である
.166 .044 .152 3.774 .000
BQ1_3 伝統を守る .135 .042 .126 3.196 .001
BQ1_26 仕事よりも家族との時間
を大切にする
.149 .041 .137 3.611 .000
BQ1_12 古いものを捨てることに
抵抗がある




.104 .034 .107 3.063 .002
BQ1_20 家の中を片付けるのにト
ランクルームを活用したい
-.114 .037 -.118 -3.103 .002
BQ1_19 リノベーションがもっと
一般的になるとよい
.105 .045 .095 2.358 .019
BQ1_18 都会から離れて暮らす .081 .037 .083 2.157 .031

































EQ14 「子どもが 3歳くらいまでは母親が家庭で子供の世話をするべき」 .141**
EQ13 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」 .090**
**. 相関係数は 1％水準で有意（両側）です。
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－ 68 －







　20～40代では特定のイメージはないという人も 35％と 1/3 程度を占めている。




t 有意確率B 標準誤差 ベータ
3 （定数） 1.144 .098 11.733 .000
DQ1_9 古い建物が残るまち .211 .043 .218 4.888 .000
DQ1_2 伝統行事が盛んなまち .151 .042 .163 3.620 .000
DQ1_5 個人商店で買い物できるまち .136 .042 .140 3.221 .001
a. 従属変数 EQ9 今の日本社会において、昭和 30 年代に見習うべきことがあると思いますか。
























































t 有意確率B 標準誤差 ベータ
4 （定数） .331 .184 1.805 .072
EQ7_1【活気がある】 .420 .063 .241 6.662 .000
EQ7_8【温かい】 .314 .070 .174 4.469 .000
EQ7_4【質素である】 .271 .059 .166 4.593 .000
EQ7_7【親しみを感じる】 .167 .079 .080 2.111 .035









































































































t 有意確率B 標準誤差 ベータ
7 （定数） .996 .352 2.834 .005
AQ1_3【物を大切にする】 .351 .062 .214 5.641 .000
AQ1_6【四季を感じる】 .231 .070 .129 3.280 .001
AQ1_18【不潔】 -.449 .130 -.123 -3.455 .001
AQ1_14【伝統を重んじる】 .165 .076 .083 2.159 .031
AQ1_4【丁寧な暮らし】 .168 .073 .089 2.307 .021
AQ1_21【のんびりしている】 .211 .093 .082 2.261 .024
AQ1_9【大量生産・大量消費】 .164 .074 .079 2.202 .028
a. 従属変数 EQ9 今の日本社会において、昭和 30 年代に見習うべきことがあると思いますか。
－ 71 －
浅岡：非体験世代における昭和 30 年代の理想化と社会意識





















































t 有意確率B 標準誤差 ベータ
3 （定数） 1.162 .170 6.843 .000
EQ8_2【祖父母や父母から話を聞いた】 .321 .061 .214 5.251 .000
EQ8_4【映画を見た】 .202 .069 .121 2.935 .003
EQ8_3【テレビ番組を見た】 .136 .062 .090 2.175 .030
a. 従属変数 EQ9 今の日本社会において、昭和 30 年代に見習うべきことがあると思いますか。
－ 72 －







表 10　いつの時代、年代の何がよかったかの自由回答（年代別　MA／上位 10 のみ表示）
EQ1 いつ頃の時代・年代の何がよかったと思いますか？具体的にいくつでもお答えください。
















20-40 代 282 14.2％ 14.5％ 12.1％ 18.1％ 0.7％ 1.8％ 7.1％ 9.2％ 8.9％ 8.9％
60-70 代 326 20.6％ 12.3％ 12.9％ 4.6％ 16.6％ 15.3％ 10.7％ 7.4％ 4.0％ 0.9％














20 代 278 5.8％ 25.9％ 16.5％ 13.7％ 38.1％
30 代 350 3.4％ 36.3％ 18.6％ 8.6％ 33.1％
40 代 408 3.9％ 38.5％ 20.1％ 9.3％ 28.2％
50 代 346 7.5％ 39.0％ 21.7％ 6.6％ 25.1％
60 代 526 6.7％ 48.1％ 19.6％ 4.4％ 21.3％
70 代 170 5.9％ 54.1％ 18.8％ 3.5％ 17.6％
全体 2078 5.5％ 40.2％ 19.4％ 7.6％ 27.2％
表 12　年代別の「過去の日本社会はよかった」と思うことがあるか
EQ1 「過去の日本社会はよかった」と思うことがありますか。
N よくある ときどきある あまりない ほとんどない
年代
20 代 278 4.7％ 33.5％ 37.8％ 24.1％
30 代 350 5.7％ 42.9％ 34.3％ 17.1％
40 代 408 9.1％ 45.8％ 32.4％ 12.7％
50 代 346 13.0％ 53.2％ 28.0％ 5.8％
60 代 526 11.4％ 58.7％ 27.8％ 2.1％
70 代 170 10.6％ 65.9％ 19.4％ 4.1％
全体 2078 9.3％ 49.8％ 30.5％ 10.4％
－ 73 －
浅岡：非体験世代における昭和 30 年代の理想化と社会意識
「ときどきある」を含めて 6割となっている。最も割合が低い 20代でも 4割があると回答してお
り、理想を過去の日本社会に求める傾向は広くみられることが明らかになった。
　「過去の日本社会はよかったと思うことがある」について、基本属性や昭和 30年代、1980 年代









t 有意確率B 標準誤差 ベータ
1 （定数） 1.638 .247 6.621 .000
性別 .022 .063 .014 .358 .721
年齢 -.008 .004 -.082 -2.124 .034
学歴_中学高校 -.151 .122 -.081 -1.236 .217
学歴_短大高専 .084 .127 .041 .659 .510
学歴_大学 .014 .108 .009 .133 .894
生活全般満足度 -.087 .031 -.139 -2.830 .005
階層 .017 .045 .021 .375 .708
暮らしむき .015 .049 .018 .311 .756
昭和 30 年代に見習うべき .326 .047 .321 6.888 .000
1980 年代に見習うべき .204 .048 .199 4.270 .000
現在日本社会満足度 -.012 .043 -.012 -.270 .787
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表 14　生活満足度別の「過去の日本社会はよかった」と思うことがあるか
EQ1「過去の日本社会はよかった」と思うことがありますか。
N よくある ときどきある あまりない ほとんどない
?????
満足している 78 7.7％ 38.5％ 34.6％ 19.2％
どちらかといえば満足している 278 6.8％ 45.7％ 35.6％ 11.9％
どちらともいえない 239 4.6％ 38.1％ 39.3％ 18.0％
どちらかといえば不満である 204 6.9％ 48.5％ 32.8％ 11.8％
不満である 180 10.6％ 41.7％ 26.7％ 21.1％
わからない 57 1.8％ 14.0％ 38.6％ 45.6％
合計 1036 6.8％ 41.5％ 34.5％ 17.3％
表 15　過去の日本社会理想化と昭和 30 年代理想化の関係性










よくある 70 34.3％ 42.9％ 5.7％ 2.9％ 14.3％
ときどきある 430 8.1％ 56.0％ 8.4％ 2.8％ 24.7％
あまりない 357 2.0％ 32.8％ 15.7％ 7.6％ 42.0％
ほとんどない 179 2.2％ 11.2％ 10.6％ 21.8％ 54.2％





t 有意確率B 標準誤差 ベータ
8 （定数） 1.021 .129 7.896 .000
BQ1_8 古いものを大切に使う .132 .043 .113 3.083 .002
EQ13 「夫は外で働き、妻は家庭
を守るべきである」 .189 .029 .188 6.536 .000
BQ1_11 ものの豊かさよりも心の
豊かさの方が大事である .142 .039 .127 3.626 .000
BQ1_3 伝統を守る .147 .039 .132 3.789 .000
BQ1_18 都会から離れて暮らす .062 .033 .060 1.898 .058
BQ1_9 食べ物は産地や添加物に
注意して購入する -.145 .039 -.133 -3.702 .000
BQ1_19 リノベーションがもっと
一般的になるとよい .095 .039 .082 2.432 .015
BQ1_22 野菜はなるべく地元産の
ものを買う .076 .038 .070 1.997 .046
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 1　本稿は日本社会学会大会における報告（2018 年 9月 15日、甲南大学、文化・社会意識部会、
浅岡隆裕・青木久美子）を下敷きにして、改稿したものである。









 7　意識に関わる 28項目のうち、相関係数が 0.35 以上のものをソーティングしている。
 8　筆者らの別実施のWEB調査（2016 年 9月）では、“興味がある時代”“よいイメージがある
時代”といった設問で、昭和年代を並べているが、20～40代は、昭和 30年代についての興
味、好印象は高くなく、単語レベルでは積極的な意味を喚起するものではなかった（浅岡，
2018：31）。
注
浅岡隆裕（2018）「年代差からみる昭和時代についての意識と態度」『立正大学大学院文学研究科紀
要』第 34号，27～52頁
浅岡隆裕（2012）『メディア表象の文化社会学 ―<昭和>イメージの生成と定着の研究』ハーベス
ト社
浜井祐三子 編著（2017）『想起と忘却のかたち：記憶のメディア文化研究』三元社
高野光平（2018）『昭和ノスタルジー解体：「懐かしさ」はどう作られたのか』晶文社
楠見孝 編（2014）『なつかしさの心理学 ―思い出と感情』誠信書房
宮田穣（2016）『昭和 30年代に学ぶコミュニケーション』彩流社
NHK放送文化研究所 編（2015）『現代日本人の意識構造（第 8版）』NHKブックス
【引用・参考文献】
5　今後の課題
　「伝統」的な要素との関わりについては、若年層に限らず、世代全体において、1998 年以降、
「伝統志向の傾向の強まり」（NHK放送文化研究所，2015：246）が指摘されるが、そうした社会
思潮との関わり合いについて考察を深める必要があるだろう。
